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5,116億円／30,685億円

１．機械・鉄構事業の位置付け
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（単位：億円）
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2．機械・鉄構事業本部の状況
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研究開発を進めます
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（２）事業領域
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ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

交通ｼｽﾃﾑ　

その他

廃棄物
処理装置
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2．機械・鉄構事業本部の状況



当資料に関するあらゆる著作物・知的財産は三菱重工業株式会社に帰属します。 2007. 5.31　交通システム事業説明会　

３．環境保全プラント
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３．環境保全プラント－排出ガスへの対応
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電気集塵機 脱硫吸収塔

排出ガス対応の各種設備
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13.0%その他 脱硫装置
石灰石石膏法

2007現在

Babcok&Ｗｉｌｃｏｘ

Fisia

Ａｌｓｔｏｍ

三菱重工業

３．環境保全プラント　(１)排煙脱硫装置

48
Europe

78基

日本ｱｼﾞｱ

33基

① 実績

シェア（全世界）

米国

13基

ﾖｰﾛｯﾊﾟ
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３．環境保全プラント　(１)排煙脱硫装置

② 各市場の排出ガス規制

ヨーロッパヨーロッパ　　 2008EU規制

東欧へ適用拡大へ：SOx、NOx 

中国中国　　２００３２００３汚染物排出徴収管理条例施行

規制適用強化ヘ：SOx,NOx

米国米国　　19951995Clean Air Act Ⅱ、２００４Clear Skies Initiative 

規制強化(～2015)：SOx,NOx,微細粉塵
規制開始(～2010):水銀(更に第二次規制～2018)

インドインド　　1994年環境基準設定

規制適用強化へ： SOx,NOx
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３．環境保全プラント－　（１）排煙脱硫装置

③ 市場対応の打ち手（技術開発)

大型試験装置

環境規制強化対応
　　水銀，SO3，微細煤塵へ対応する独自技術

事業のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ
　　実機レベルの大型試験装置の投入
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３．環境保全プラント－排出ガスへの対応

脱硝触媒

ボイラボイラ

BoilerBoiler

NOx

脱硝脱硝
設備設備

SCRSCR

煤塵
Dust

電気電気
集塵器集塵器

ESPESP

SO2 +水銀、ＳＯ３

脱硫脱硫装置装置

FGDFGD
煙突

Stack

クリーン排ガス
Clean Flue Gas

電気集塵機 脱硫吸収塔 CO2回収プラント

AABBSSOORRBBEERR

SSTTRRIIPPPPEERR
CCOOOOLLEERR

排出ガス対応の各種設備
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装置装置
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温暖化対策：　CO2の回収・地中貯留

① 市場
発電所等の燃焼排ガス中に含まれる二酸化炭素(CO2)を　　　　　　
排ガスから除去・回収する設備

３．環境保全プラント－　(２)CO2回収装置

火力発電所

ＣＯ2回収設備

原油層へ注入

地中貯留

COCO22

原油生産

原油生産　 ： 原油回収向上の為に原油層に注入

原油
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３．環境保全プラント－　(2)CO2回収装置

研究開発の蓄積

　　・ 1990年から関西電力㈱と共同開発

　　・石炭火力発電所での長期連続運転で信頼性確認済み

② 市場対応の打ち手

技術優位性（ｱﾐﾝ吸収液)

　　・実用化技術を有するのは世界に3社のみ

　　・必要ｴﾈﾙｷﾞｰ▲20％以上(他社比)　　　　　　

CO2回収装置の実績

　　４基の商業プラントが稼動中(尿素ﾌﾟﾗﾝﾄ等）　　　　　　　マレーシア尿素用プラント　　　

　〔CO2を回収、原料として利用〕
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３．環境保全プラント－(3)中期ビジョン

フルラインナップ

SOx、CO2、煤塵、水銀

　　　　　　　　　
グローバル化

全世界で展開　

ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾊﾞﾚｯｼﾞ
拡大

　　　ﾗｲｾﾝｽ､ﾌﾟﾛｾｽ､　　
吸収液供給、ﾌﾙﾀｰﾝｷｰ

事業拡大
　　１００億円事業から　５００億円事業へ
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４．交通システム
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4．交通システム ー (1) 事業環境

① 市場の特性 - 海外鉄道市場

その他
15%

サービス
24%

信号制御
単体 8%

車両単体
43%

ｼｽﾃﾑ
取纏め

10%
世界の鉄道市場

＜５兆～１０兆円＞

２００３～２００５年平均

システム取纏めのメインプレーヤー

ボンバルディア社

アルストム社

シーメンス社

ＭＨＩ

シェアを４分
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4．交通システム ー (1) 事業環境

② 市場の特性
システム取纏め：車両、信号、軌道等を含むターンキー工事

駅　舎

信号制御

車　両軌　道

電力設備

基　地基　地
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台湾新幹線

③ 市場の特性 - 地域別（ｼｽﾃﾑ取纏め）

4．交通システムー (1) 事業環境

アジア：

新興都市の過密化

⇒都市交通市場が勃興
市場規模： 2,000～3,000億円／年

　　　　　　　　（年率３０％で拡大）

* ＡＰＭ：Automated People Mover

中東：

都市インフラ整備投資が急増
(観光立国等で人口急増)

⇒鉄道へ重点投資
市場規模： 2,000～3,000億円／年

　　　　　　　　　　　　　　　（年率４０％で拡大）

北米：

空港のハブ化､大規模

⇒ＡＰＭ* 市場が堅調

市場規模： ～ 500億円／年

　　　　　　（年率１０％で拡大）
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4．交通システム ー (2) 事業領域

当社の主たるマーケット

空港ＡＰＭ

大規模空港内及び空港

フィーダ線で敷設される

新交通システム

都市交通

大都市部の交通渋滞緩和

や環境対策等で敷設され

る市内循環線や通勤電車

高速鉄道

都市間を高速で結ぶ

基幹ライン
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4．交通システムー (2) 事業領域

① 空港ＡＰＭ - 実績

アトランタ国際空港 ＡＰＭ

Atlanta

ﾜｼﾝﾄﾝ ﾀﾞﾚｽ国際空港
ＡＰＭ

Washington D.C.

マイアミ国際空港 ＡＰＭ

Miami

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾁｬﾝｷﾞ
国際空港 ＡＰＭ

Singapore

香港国際空港 ＡＰＭ

Hong Kong

仁川国際空港 ＡＰＭ

Seoul

ドバイ国際空港 ＡＰＭ

UAE
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① 空港ＡＰＭ - 今後の展開

4．交通システム ー (2) 事業領域

　北米を主体に世界のハブ空港へに展開

Dulles

Phoenix

Sacrament

Los Angeles

Oakland

Fort Lauderdale

Orlando

Minneapolis

San Jose

Baltimore
Chicago

Houston
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4．交通システムー (2) 事業領域

Singapore

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｾﾝｶﾝ・ﾌﾟﾝｺﾞﾙ線
LRT

② 都市交通 - 実績

マニラ MRT 2号線マニラ MRT 1号線

Manila

マニラ MRT 3号線

ドバイメトロ

UAE

ジャカルタ　ボゴール線Indonesia
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4．交通システムー (2) 事業領域

② 都市交通 - 今後の展開

中東、アジアを中心に新興大都市がメインターゲット

Taiwan

Vietnam

Ｔｈａｉｌａｎｄ

Malaysia

Singapore

Philippines

Indonesia
UAE

Qatar

Saudi Arabia

Jordan

Bahrain

Kuwait
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4．交通システムー (2) 事業領域

③ 高速鉄道 - 実績と今後の展開

Taiwan

台湾新幹線

California

Texas

：世界の高速鉄道計画例
（システム案件）

Malaysia Brazil
India

Russia

Saudi Arabia

VietnamUAE
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4．交通システム ー (3) 機種ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ追加

都市交通

超低騒音

ＨＳＳＴ：磁気浮上リニア

バリアフリー

低床式ＬＲＴ

空港ＡＰＭ

自動ステアリングシステム

バッテリ式 ＡＰＭ

シンプル、コンパクトな設備
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都市交通の都市交通の
フルラインナップフルラインナップ

ＨＳＳＴ：磁気浮上リニア低床式ＬＲＴ

ＡＰＭ：ｺﾞﾑﾀｲﾔ式新交通高速鉄道

4．交通システム － (4)中期ビジョン

都市交通
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4．交通システム ー (4) 中期ビジョン

グローバル化
米国､アジア､中東

市場拡大への対応

ﾗｲﾌｻｲｸﾙｻﾎﾟｰﾄ
導入計画から運開後の

維持管理まで

事業領域の拡張

フルラインナップ

ＡＰＭから新幹線､
磁気浮上リニアまで

品揃え拡充でｼｪｱ拡大

売上倍増

２０００億円事業へ

売上倍増

２０００億円事業へ
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ＥＮＤＥＮＤ

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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